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磯
子
区
は
こ
の
ほ
ど
、
区
内
の
名
所
や
史
跡
、
街
の
み
ど
こ
ろ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
区

民
向
け
心
地
元
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
磯
子
み
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド
』
を
発
行
し
た
。
本
で
は
、
区

が
２
０
１
１
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
魅
力
発
揮
事
業
で
、
区
民
か
ら
集
め
た
地

域
の
情
報
な
ど
を
紹
介
。
担
当
者
は
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
、
磯
子
の
魅
力
を
感
じ

な
が
ら
街
を
散
策
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
『
磯
子
み
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド
』
は

Ｂ
５
判
サ
イ
ズ
、
フ
ル
カ
ラ
ー
、

混
ペ
ー
ジ
の
本
で
、
初
版
は

３
０
０
０
部
。
２
月
１
７
日
か
ら

磯
子
区
役
所
１
階
売
店
や
市
庁

舎
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
中
区
）
で
、
一
冊
２
０
０
円
で

販
売
し
て
い
る
。

　
区
で
は
こ
れ
ま
で
数
年
お
き
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に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
。
直

近
で
は
、
区
制
留
年
記
念
事

業
と
し
て
２
０
０
７
年
に
「
い

そ
ご
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
」
を

発
行
し
て
い
る
。
今
回
心
刷
新

の
理
由
に
は
、
前
回
の
発
行
か

ら
７
年
経
ち
、
掲
載
内
容
と
ま

ち
の
状
況
に
ズ
レ
が
出
て
き
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

=-===-r=･¶W･･%■■¶
■r W･=-¶
---

dWjW･¶|■-=W

FT一

台･

|

／

ヽ 一 一

--･㎜
..－

諏

1,il

･I■･㎜I一一

入
植
冷
、

lsuJ
地域のみどころが詰まった新しいガイド本
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新
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、

前
作
で
掲
載
さ
れ
た
内
容
も
参

考
に
、
各
エ
リ
ア
の
名
所
や
史

跡
、
街
の
み
ど
こ
ろ
を
巡
る
コ

ー
ス
な
ど
を
紹
介
。
各
ス
ポ
ッ

ト
の
説
明
と
、
コ
ー
ス
や
ち
ょ

っ
と
し
た
み
ど
こ
ろ
な
ど
を
落

と
し
込
ん
だ
明
細
地
図
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
街
の
散
策
を
楽

し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

住
民
お
薦
め

　
　
　
情
報
盛
り
込
む

　
本
の
制
作
に
は
、
区
が
１
１
年

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
区
の

魅
力
発
揮
事
業
」
で
区
民
か
ら

集
め
た
地
域
の
情
報
を
活
用
。

磯
子
の
逸
品
や
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
で
募
集
し
て
き
た
地
域

の
写
真
も
多
く
掲
載
さ
れ
、
４

年
間
の
事
業
を
ま
と
め
た
集
大

成
と
も
い
え
る
。
担
当
者
は
「
住

民
が
知
っ
て
い
る
地
域
の
み
ど

こ
ろ
が
詰
ま
っ
た
一
冊
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

区
が
読
書
活
動
推
進
目
標

ぶ
田
中
が
図
書
館
〃
め
ざ
す

　
磯
子
区
は
こ
心
ほ
ど
、
今
年

度
施
行
さ
れ
た
「
横
浜
市
民
の

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
読
書
活
動
推

進
目
標
を
策
定
し
た
。

　
目
標
で
は
、
地
域
住
民
が
読

心
‥
を
よ
り
身
近
で
親
し
め
る
よ

う
■
ち
じ
ゅ
う
を
図
書
館
炉

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
「
読
書
環
境

を
整
え
る
」
こ
と
や
「
読
潜
活

動
を
推
進
す
る
」
こ
と
が
定
め

ら
れ
た
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
区
内
心
図

書
貸
出
施
設
と
小
・
中
・
高
等

学
校
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
調
査
結
果
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
た
課
題
な
ど
を
関

係
者
ら
で
議
論
し
、
解
決
に
向

け
た
取
組
な
ど
を
ま
と
め
た
。

　
区
で
は
目
標
を
基
に
、
図
書

貸
出
施
設
間
の
連
携
を
強
め
る

こ
と
や
学
齢
期
の
青
少
年
が
読

書
を
楽
し
め
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
、
学
校
と
の
連
携
を
強
め

る
こ
と
な
ど
に
力
を
入
れ
る
。

　
詳
細
を
ま
と
め
た
Ａ
４
版
・

見
開
き
４
ペ
ー
ジ
の
り
Ｉ
フ
レ

ッ
ト
（
３
０
０
０
郎
）
は
、
磯

子
図
書
館
な
ど
区
内
の
図
霞
貸

出
施
設
で
配
布
す
る
。

歌
で
出
演
者
と
会
場
一
体
に

　
メ
ン
バ
ー
全
員
が
磯
子
区
在

住
と
い
う
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

ヲ
リ
ム
ヴ
ェ
ー
ル
」
が
、
２
月

２
１
日
、
磯
子
セ
ン
タ
ー
心
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
美
し
い
歌
声

を
披
露
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ソ
ン
グ
や
歌
謡
曲
な

ど
、
ハ
応
曲
を
披
露
。
透
き
通

恒
例
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

っ
た
高
ら
か
な
歌
声
が
会
場
に

響
き
渡
る
と
、
ロ
ビ
ー
を
通
る
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人
た
ち
も
足
を
止
め
、
美
し
い

歌
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

イキイキとした表情で歌声を披露するメンバーら

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
心

中
に
は
、
加
山
雄

三
の
『
れ
と
い
つ

ま
で
も
』
や
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
『
マ
ッ

サ
ン
』
の
主
題
歌

を
、
会
場
の
令
ほ

陽
緒
に
歌
う
企

目標1:読書環境を整える

　図書貸出施設･学校や図書に関わる施設のス

タッフ･司書･ボランティアが交流･連携し､区民に

とって身近な施設やサービス等の読書環境の充実

を図る。

･施設スタッフや司書による｢磯子区図書ネットワーク会議｣を定期

的に開催

･図鑑貸出施設と磯子図書館が選書等の情報交換を行い､ともに

蔵書の充実をめざす

目標2:読書活動を推進する

　子どもから大人まで､すべての世代が本に触れ

る機会を増やし､区民全体の読書活動を活発にす

る｡読書活動を通じて幅広い世代の交流を促し、

活力ある地域づくりや担い手づくりを進める。

･誰もが読書に親しむことを促すイベントを毎年問催

･読書会やプックカフエなど､本を介したコミュニケーションの機会

を増やす

推進目標の概要

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
に
挑
戦

上
中
里
セ
ン
で
１
５
人
参
加
・

画
も
。
出
演
者
と
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
づ
く
り

参
加
若
た
ち
が
Ｉ
　
を
学
ぶ
講
座
が
２
月
１
９
日
、
上

体
と
な
っ
て
コ
ー
中
堅
地
区
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

ラ
ス
を
楽
し
ん
で

一
行
わ
れ
た
。

い
た
。
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相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

磯
子
区
役
所
で
３
月
８
日

　
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

は
３
月
８
日
向
、
磯
子
公
会
堂

３
階
会
議
室
Ｉ
（
Ｊ
Ｒ
磯
子
駅

徒
歩
５
分
）
で
、
相
続
や
遺
言

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催

す
る
。

ｌ

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

　
相
続
に
関
す
る
疑
問
や
遺
。
百

書
の
書
き
方
等
、
区
心
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
続
け
る
高
田
所

長
と
、
協
力
事
務
所
の
書
士
ら

が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
２
０
分
か
ら

５
時
ま
で
（
４
時
半
受
付
終

了
）
。
要
予
約
。
申
し
込
み
や

問
合
せ
は
同
服
務
所
四
〇
４
５

°
７
５
８
・
２
０
８
０
へ
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
世
帰
心

食
卓
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
様

々
な
国
の
料
印
講
座
を
行
っ
て

、
今
回
も
そ
９
司

　
当
日
は
、
住
民
な
だ
］
人
が

参
加
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
ワ
島
出
身
で
市
内
在
住
心

講
師
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
ジ
ャ
ワ
カ
レ
ー
や
ガ
ド
ガ

ド
と
い
う
温
野
菜
サ
ラ
ダ
づ
く

り
に
挑
戦
。
室
内
に
は
香
や
料

心
い
い
香
り
が
広
が
っ
た
。

石
う
す
で
の
香
辛
料
の
す
り
つ
ぶ
し
方
を
指
導
す
る
講
師
（
右
）

広
告

II“いざ"に備えて脂
　　　　　　　ほl　ｼﾞｰ・　‾　．　３　　　ｎ

　　．、　　　　　平成７年1月１７日の阪神淡路大震災から２０年か経過
　　　　　　　しました｡その教訓を得て､横浜では避難所となる地域防

　　　　　　　災拠点ができ､自治会･町内会等でも防災組織が作られ､各　　，　，　一　　種の防災資機材の整備､防災訓練も行われてきました。
　　　　　。　　さて災害が発生した時､それら防災組織や資機材は有効
　　　　　　　に機能するでしょうか｡平時の訓練では責任者や防災に関

爺
午

゛こ
　　　　　　　し実災害発生直後の墾も大変な時には､責任者不在かもし

れません｡そして普段は防災に無明心な地域住民も含めて､全員が被災します。
　そんな時に頼○になるのは､遠くの親戚ではなく近くの他人です｡絆の強い家族は当

然として､親しい隣人はお互いに心配し合って､無事なら連携して共助活動かできるで
しょう｡一方､名前も顔も知らない隣人は見逃したり見逃がされたりし､協働活動もス
ムーズに行きません。

　ｐＷ

被害か想定されます｡２次被害減少には近隣共助
が決め手ですが､田舎と違って都市部では近隣の
｢顔の見える関係｣か希薄なことか問題です｡防災
とは｢顔の見える関係づくり｣と言っても過言では
ありません。

　　　　　　　　「防災を考える会･磯子」

　≪:嘔:i7は､追○来る大災害での防

　　　　　｜　災･滅災を目指し､家庭や

ゝ､1!|二1:〉地域の防災カ向上の研究

　　　　　　　　を重ね､その成果の発信や

講演などを行っているボランティア団体です。
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　　(2014年9月21日坂下町)

人の顔を見るとニコっとし､あやすと

大声?!喜び､毎日何度も癒されまｔ

Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

豚:ｸ|

お・橿の写真を大腸鏑,o~3●)－
住所･氏名(ふりがな)･性別･生年月日･電話番号･一言コメン

ト･当紙への感想を添えて下記まで郵送または､メールでご応募

下さい｡順次ご紹介しまｔ０人のお子さんにつき､１回のみ)

〒231-○033横浜市中区長者町２-５-１４-２Ｆ

タウンニュース磯子区編集室｢赤ちゃん｣係

sisogo＠townnews.co.jp(件名に｢赤ちゃん係｣と記入)

(写真はご返却致しません》

ご応募頂いた個人情報は目的以外に使用せず､使用後･断裁処分していまｔ

携帯電話で撞影される場合は､画素数を大きく(約1メガ)設定して下さい。
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:{洽プレゼント

◆掲載させていただいたちにもれなく

◆タウンニュースオリジナルグッズを

●プレゼントいたします。

磯
子
区
編
集
室
へ

歓
送
迎
会
な
ど
の
集
ま
り
に

春
の
パ
ー
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン

春
は
新
し
い
季
節
の
始
ま

恩
会
、
年

　
　
　
　
　
四
季
の
庭

度
の
締
め
く
く
り
と
始
ま
り

で
、
打
ち
Ｌ
げ
な
ど
も
多
く
行

ｙ

４

(右)チポラタソーセージと

イベリコペーコンのグリル

春キャベツ添え(４人前)

(上)パンナコッタ･イチゴの

ベリーソース

■
磯
子
区
版
／
ｋ
3
4
3
２
０
１
５
年

≪春のパーティープランメニュー≫･い.･ ・'･.
‥‥‥‥.＿‥.._‥._＿.．･、･..、..･､jl
スパークリングワイン(グラス)､前菜盛り合わそ､j9ﾗや夕戸

セージとイペリコベーコンのグリル春キャベツ添辿心奥誉5ジ

ゲリー久2種のパスタ(カニと季節野菜のスバゲッ芦､ホ４ﾄﾞぜ｀

ロスパゲッティ)､パンナコッタイチゴのベリーソース､コーヒJ1

わ
れ
る
時
季
だ
。

　
上
大
岡
心
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
「
四
季
の
庭
」
で
は
、

そ
ん
な
集
ま
り
に
最
適
な
「
春

９
ハ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
」
を
用

意
し
た
。

　
同
プ
ラ
ン
で
は
ま
ず
、
ス
パ

ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。

そ
の
後
は
前
菜
、
チ
ポ
ラ
タ
ソ

ー
セ
ー
ジ
と
イ
ベ
リ
コ
ベ
ー
コ

ン
心
グ
リ
ル
春
キ
ャ
ベ
ツ
添
え
、

２
種
の
パ
ス
タ
、
パ
ン
ナ
コ
ッ

タ
・
イ
チ
ゴ
の
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス

な
ど
、
旬
の
食
材
を
贅
沢
に
使

用
し
た
品
々
が
登
場
す
る
。

　
同
プ
ラ
ざ
４
人
八
入
ま

で
で
、
前
日
ま
で
心
予
約
制
。

ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
と
も
に
３

５
０
０
円
、
飲
み
放
題
付
き
で

５
０
０
０
円
。
春
は
仲
間
と
一

緒
に
、
美
味
し
い
食
事
で
新
し

い
門
出
を
迎
え
よ
う
。

（
平
成
2
7
年
）
２
月
2
6
日
南
号

　　四季の庭閉店のお知らせ

　２００４年４月の開店以来、１０年忿りにわたりお

引きヽIこていただいておりましたが､当店は本年５月３１

目をもって閉店することとなりました｡ご愛顧いただき

ました皆様には心より感謝を申し上げます｡残り３力

Ｈ､最高のお食事とサービスをお客様にご提供して

いきます｡この機会にぜひ､四季の庭をこ利用下さい、

　゛･5111ｿ降のおａｔは､厳選良材によるお任せコースでご捌供

　させていたたきます詳しくはI゛､｢占までお問い合わせﾄさい。

　四季･

港南区ll大|
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